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【目的】これまでに様々な癌温熱治療用機器が開発されているが,人体深部痛を加温できる装置
はほとんどない.我々は,深部痛をターゲットした癌温熱治療用立体空洞共振器を開発し,す
でに人体サイズと人体筋肉の電気特性億を摸 したフアントムの深部加温が可能であることを実
験により示した.ここでは,臨床応用の前段階として,より人体に近いモデルを用いても人体
深部まで加温が可能であることを示すことを目的として,血流および人体の諸器官を考慮した
簡易人体を作成し,電磁界一熱伝導解析方程式を解くコンピュータシミュレーションを行った.
【簡易人体モデル】人体の皮下脂肪を考慮しない筋肉モデルにおいて,人体器官のうち,血流量
が多い肺,肝臓,冒,腎臓などをモデル化した.
【数値解析】電磁界解析は時間領域差分法 (FD-TD法)を用い,立体空洞共振器,簡易人体,
励振用アンテナ,導体キャップ (局所加温のためのシールド)をモデル化した.熱伝導一熱伝
達解析では有限要素法 (FEM)を用い,簡易人体のみを考慮した.人体内の血流量は温度に依
存するため,温度上昇に伴って血流量が変化するようなモデルとした.
【結果 ･考察】30分間連続加温した結果,モデル中心断面の深部温度上昇は4度となり,目標
とする42.5度に近づいた.導体キャップ非装着部表面に高温部が集中したが,純水のボーラス
を用いて冷却を行い,人体表面の過加熱を防止することが可能である.
【結論】体温の上昇に伴って血流が増加するような簡易人体モデルを使用し,深部痛温熱治療用
立体空洞共振器の数値解析を行った.その結果,得られた加温体中心断面の温度上昇は4度で
あり,人体深部が加温できることを数値解析により示した.今後は,詳細を検討するために,
より人体に近いモデルを用いて数値解析と実験を行う予定である.
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